
Ⅰ．倫理観とプロフェッショナリズム
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1

対象者の人権を尊重し、多様な
価値観や社会的・文化的背景を
理解し、思いやりをもって接する
ことができる
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2
対象者のニーズを優先的に考
え、誠実かつ公正に対応できる
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3
社会的・法的責任を自覚して、
管理栄養士としてその責務を果
たすことができる
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栄養学科の学生は、卒業時に倫理
的な原則を遵守し、専門職としての
責務を果たすことができる。

Ⅰ．倫理観とプロフェッショナリズム
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Ⅱ．コミュニケーション能力
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1
対象者とそれを支える人の個人的、文
化的、社会的背景を尊重し、信頼関係を
構築できる
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2
対象者とそれを支える人、保健医療専
門職からの有効な情報収集と伝達がで
きる
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3
同一専門職や他の関係職種との間で文
章による情報の伝達と共有ができる
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4
国内・外からの情報を入手し、保健医療
に活用し発信できるできる
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Ⅱ．コミュニケーション能力

栄養学科の学生は、卒業時に対象者とそれ
を支える人、保健・医療・教育・福祉職に対し
てお互いの立場を尊重した人間関係を構築
して、適切にコミュニケーションをとることがで
きる。
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Ⅲ．実践に必要な知識
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Ⅲ．実践に必要な知識

栄養学科の学生は、卒業時に専門領域の実践
に必要な知識を有し、それを栄養管理の実践や
健康づくりの支援に活用することができる。

評価法
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Ⅳ　健康づくりの実践

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3,4 3,４ 2 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3,4 3,4 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 3,4 4 4 4 4 4 4 4 3 3

管
理
栄
養
士
導
入
教
育

解
剖
生
理
学
Ⅰ

解
剖
生
理
学
Ⅱ

解
剖
学
実
験

生
化
学

栄
養
生
化
学

食
品
学
各
論

食
品
学
総
論

理
化
学
概
論

食
事
設
計
と
調
理

調
理
実
習

基
礎
栄
養
学

教
職
論

生
理
学
実
験

生
化
学
実
験

疾
病
論

食
品
学
実
験

食
品
化
学
実
験

食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

食
品
加
工
学

食
事
設
計
と
調
理
実
習

調
理
科
学
実
験

基
礎
栄
養
学
実
習

応
用
栄
養
学
Ⅰ

栄
養
教
育
論
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
Ⅱ

臨
床
栄
養
学
実
習

臨
床
検
査
学

公
衆
栄
養
学
Ⅰ

公
衆
栄
養
学
Ⅱ

給
食
経
営
管
理
論
Ⅰ

給
食
経
営
管
理
論
Ⅱ

教
育
学
概
論

教
育
心
理

教
育
制
度
論

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
論

道
徳
・
総
合
的
な
学
習
・
特
別
活
動
論

高
齢
者
医
療
論

食
品
微
生
物
学

応
用
栄
養
学
Ⅱ

応
用
栄
養
学
Ⅲ

応
用
栄
養
学
実
習

ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学

栄
養
教
育
論
Ⅱ

栄
養
教
育
論
実
習

栄
養
教
育
手
法
論

栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
実
習

在
宅
栄
養
支
援
論

障
害
者
栄
養
支
援
論

公
衆
栄
養
学
実
習

給
食
経
営
管
理
実
習

フ
ー

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

栄
養
統
計
学

事
前
指
導

事
後
指
導

臨
床
栄
養
臨
地
実
習

給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

公
衆
栄
養
臨
地
実
習

教
育
の
方
法
と
技
術

生
徒
指
導
論

特
別
支
援
教
育
論

教
育
相
談

専
門
職
間
の
連
携
活
動
論

食
品
加
工
学
実
習

国
際
栄
養
学

総
合
演
習

管
理
栄
養
士
特
別
演
習

卒
業
研
究

栄
養
管
理
臨
地
実
習

教
職
実
践
演
習

（
栄
養
教
諭

）

栄
養
教
諭
教
育
実
習
：
事
前
・
事
後
指
導

栄
養
教
諭
教
育
実
習

食
生
活
教
育
論

学
校
栄
養
教
育
論

必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
必要な情報を身体・心理・環境の面から正確に
収集、管理できる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F C F C B F D Ｃ F Ｃ F F C C C B B F C Ｃ C C B F C C C B D C D D C Ｆ C C C B C Ｃ B C C B B B B B C B B B A A A F C D C B F D B C B A B B A C C

2
収集した情報を専門的知識によりアセスメントで
きる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F C F C B F D Ｃ F Ｃ F F C C C B B F C Ｃ C C B C C C C C E C E D E Ｄ C C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B C B B B A A A F E D C B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

3
アセスメントに基づき栄養管理の目標を設定で
きる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F C B F F Ｆ F Ｄ F F F F F B B F C Ｃ C C B C C C C C F F F D D Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F D D F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

4
対象者の状況に合わせた栄養管理実施計画を
立てることができる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F C B F F Ｆ F Ｆ F F F F F B B F C Ｃ C C B Ｄ C C C C F F F C E Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F E C F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

5
対象者が主体的に栄養管理に関与できるように
説明できる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F C B F F Ｆ F Ｆ F F F F F B B F C Ｃ C C B Ｄ C C C C F F F D D Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F D D F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

6
最新の科学的エビデンスに基づいた栄養管理
方法を提供できる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F D F F C B D F Ｆ F Ｄ F F F F F B B F C Ｃ C C B Ｄ C C C C F F F D D Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F D D F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

7
栄養管理の提供計画に基づき、対象者に適した
栄養管理方法を安全かつ正確な技能により実
施できる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F C B F F Ｆ F Ｆ F F F F F B B F C Ｃ C C B Ｄ C C C C F F F F D Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F D F F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C

8
目標の達成度や対象者の反応に基づき、栄養
管理の評価およびアプローチの修正ができる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F C B F F Ｆ F Ｆ F F F F F B B F C Ｃ C C B Ｄ C C C C F F F F D Ｆ F C C B C Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B F B B B A A A F D F F B F C B C B A B Ｂ Ａ C C
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Ⅳ　健康づくりの実践

栄養学科の学生は、卒業時に個人・家族・地域に対
し健康的またはその人らしい生活を送るための問題
解決と健康増進に向けて、根拠に基づいた適切で
有効な栄養管理によって健康づくりの支援を提供で
きる。

評価法
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Ⅴ．健康づくりの環境の整備・改善
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術

生
徒
指
導
論

特
別
支
援
教
育
論

教
育
相
談

専
門
職
間
の
連
携
活
動
論

食
品
加
工
学
実
習

国
際
栄
養
学

総
合
演
習

管
理
栄
養
士
特
別
演
習

卒
業
研
究

栄
養
管
理
臨
地
実
習

教
職
実
践
演
習

（
栄
養
教
諭

）

栄
養
教
諭
教
育
実
習
：
事
前
・
事
後
指
導

栄
養
教
諭
教
育
実
習

食
生
活
教
育
論

学
校
栄
養
教
育
論

必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
健康と生活環境との相互作用をアセスメン
トし、社会・生活の場である地域環境（人・
物・制度）の改善に向けて実践できる

D Ｆ Ｆ Ｆ F Ｃ F F F D E F D Ｆ F Ｆ F F D D F E E F C Ｃ C C A F C C C C D F D D D Ｆ F C C B F Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B C B B B A A A F C D F B F C F C D A B Ｂ Ａ D D

2
健康づくりの提供にあたり、保健医療制度
下での経済性・効率性を考慮することがで
きる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F E E F E Ｆ F Ｆ F F D D F E E F C Ｃ C C A F C C C C E F E E E Ｆ F C C B F Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B C B B B A A A F E E F B F C F C F A E Ｂ Ａ E E

3
現存の支援・サービスの整備・改善に必要
な企画・提案ができる

D Ｆ Ｆ Ｆ F F F F F E E F D Ｆ F Ｆ F F D D F E E F C Ｃ C C A F C C C C D F D D D Ｆ F C C B F Ｃ Ｂ Ｃ C B B B B B C B B B A A A F D D F B F C F C F A D Ｂ Ａ E E
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゜
評
価
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模
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・
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学　年

科
目

Ⅴ．健康づくりの環境の整備・改善

栄養学科の学生は、卒業時に人々の健康のた
めに、対象者自らが主体的に健康づくりおよび
栄養管理に取り組むことを支援するとともに、
健康を志向する地域環境（人・物・制度）の改
善に努めることができる。

評価法

履
修



Ⅵ．多職種との協働

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3,4 3,４ 2 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3,4 3,4 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 3,4 4 4 4 4 4 4 4 3 3

管
理
栄
養
士
導
入
教
育

解
剖
生
理
学
Ⅰ

解
剖
生
理
学
Ⅱ

解
剖
学
実
験

生
化
学

栄
養
生
化
学

食
品
学
各
論

食
品
学
総
論

理
化
学
概
論

食
事
設
計
と
調
理

調
理
実
習

基
礎
栄
養
学

教
職
論

生
理
学
実
験

生
化
学
実
験

疾
病
論

食
品
学
実
験

食
品
化
学
実
験

食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

食
品
加
工
学

食
事
設
計
と
調
理
実
習

調
理
科
学
実
験

基
礎
栄
養
学
実
習

応
用
栄
養
学
Ⅰ

栄
養
教
育
論
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
Ⅰ

臨
床
栄
養
学
Ⅱ

臨
床
栄
養
学
実
習

臨
床
検
査
学

公
衆
栄
養
学
Ⅰ

公
衆
栄
養
学
Ⅱ

給
食
経
営
管
理
論
Ⅰ

給
食
経
営
管
理
論
Ⅱ

教
育
学
概
論

教
育
心
理

教
育
制
度
論

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
論

道
徳
・
総
合
的
な
学
習
・
特
別
活
動
論

高
齢
者
医
療
論

食
品
微
生
物
学

応
用
栄
養
学
Ⅱ

応
用
栄
養
学
Ⅲ

応
用
栄
養
学
実
習

ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学

栄
養
教
育
論
Ⅱ

栄
養
教
育
論
実
習

栄
養
教
育
手
法
論

栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
実
習

在
宅
栄
養
支
援
論

障
害
者
栄
養
支
援
論

公
衆
栄
養
学
実
習

給
食
経
営
管
理
実
習

フ
ー

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

栄
養
統
計
学

事
前
指
導

事
後
指
導

臨
床
栄
養
臨
地
実
習

給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

公
衆
栄
養
臨
地
実
習

教
育
の
方
法
と
技
術

生
徒
指
導
論

特
別
支
援
教
育
論

教
育
相
談

専
門
職
間
の
連
携
活
動
論

食
品
加
工
学
実
習

国
際
栄
養
学

総
合
演
習

管
理
栄
養
士
特
別
演
習

卒
業
研
究

栄
養
管
理
臨
地
実
習

教
職
実
践
演
習

（
栄
養
教
諭

）

栄
養
教
諭
教
育
実
習
：
事
前
・
事
後
指
導

栄
養
教
諭
教
育
実
習

食
生
活
教
育
論

学
校
栄
養
教
育
論

必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
多職種の専門性と対象者の多様な価値観
を理解し、尊重することができる

D F F F F F F F F D D F C F F Ｄ F F D D F D D F C C C C B F C C C C D D D C B F F C C B F C B C C B B B B B D B B B A A A F B C D B F C B C A A B B A D D

2
多職種と交流し、良好な関係を構築するこ
とができる

D F F F F F F F F D D F C F F F F F D D F D D F C Ｄ D D B F D C C C D D D C B F F C C B F Ｄ Ｄ Ｄ C B B B D B D B B B A A A F B C D B F C B C A A B Ｄ Ａ D D

3
多職種と状況に応じて適切に協働し、問題
解決できる

D F F F F F F F F D D F C F F Ｄ F F D D F D D F C Ｄ C C B F D C C C D D D C B F F C C B F Ｄ Ｄ Ｄ C B B B D B D B B B A A A F B C D B F C B C A A B Ｄ Ａ D D

4
ヘルスケアチームにおける自身の立場・役
割を理解し、責任ある行動をとることができ
る

D F F F F F F F F D D F C F F Ｄ F F D D F D D F C C C C B F C C C C D F D C B F F C C B F Ｄ B Ｄ C B B B B B D B B B A A A F B C F B F C B C A A B Ｄ Ａ D D
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学　年

科
目

Ⅵ．多職種との協働

栄養学科の学生は、卒業時に対象者を中心とし
た安全で質の高い保健・医療・福祉を実践する
ために、自身の役割を認識し、多職種との相互
理解を深めながら行動することができる。

評価法
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Ⅶ．生涯にわたる探究心と自己研鑚

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 3,4 3,４ 2 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3,4 3,4 3 3 3,4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 3,4 4 4 4 4 4 4 4 3 3

管
理
栄
養
士
導
入
教
育

解
剖
生
理
学
Ⅰ

解
剖
生
理
学
Ⅱ

解
剖
学
実
験

生
化
学

栄
養
生
化
学

食
品
学
各
論

食
品
学
総
論

理
化
学
概
論

食
事
設
計
と
調
理

調
理
実
習

基
礎
栄
養
学

教
職
論

生
理
学
実
験

生
化
学
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験

疾
病
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品
学
実
験

食
品
化
学
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験

食
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衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
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食
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工
学
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事
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科
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学
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床
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養
学
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公
衆
栄
養
学
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経
営
管
理
論
Ⅰ

給
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経
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管
理
論
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教
育
学
概
論

教
育
心
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教
育
制
度
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カ
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キ

ュ
ラ
ム
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道
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な
学
習
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活
動
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者
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物
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応
用
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学
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応
用
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養
学
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応
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養
学

栄
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教
育
論
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論
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事
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公
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習
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の
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術

生
徒
指
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論

特
別
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援
教
育
論

教
育
相
談

専
門
職
間
の
連
携
活
動
論

食
品
加
工
学
実
習

国
際
栄
養
学

総
合
演
習

管
理
栄
養
士
特
別
演
習

卒
業
研
究

栄
養
管
理
臨
地
実
習

教
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実
践
演
習
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教
諭
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育
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活
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学
校
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論

必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
常に探究心をもち、臨床的あるいは科学
的問題を発見し、解決に取り組むことがで
きる

D F F F Ｃ Ｃ E D D D D E C F F Ｄ E D C C D D D C C C C C B Ｃ C C C C C D C C B F D C C B C C B C C B B B B B C B B B A A A F B C D B D C D C D A B B A D D

2
自己主導型学習により常に自己の向上を
図ることができる。

D F F F Ｃ Ｃ F D D D D F C F F F E D C C D D D E C C C C B Ｃ C C C C C D C C B F D C C B C C Ｂ Ｄ C B B B B B C B B B A A A C B C D B D C D C D A B Ｂ Ａ D D

3
ワークライフバランスを考えたキャリアを
設計し、その達成に向けて自己管理でき
る

D F F F F F F F F D D F D F F Ｄ F F C C F D D F C Ｄ D D B F D D C C D D D C B F F C C B F Ｄ Ｄ Ｄ C B B B D B C B B B A A A F B C D B F C D C A A B Ｄ Ｄ D D

4
管理栄養士としての自己課題を明確に
し、その成長に向けて努力できる
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学　年
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目

Ⅶ．生涯にわたる探究心と自己研鑚

栄養学科の学生は、卒業時に論理的思考によ
る探究心を身につけ、自己研鑽に励み、自己
および専門職として生涯にわたり成長できる資
質を示すことができる。

評価法

履
修


